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研究成果の概要（和文）：新人サピエンスと旧人ネアンデルタールの交替劇論争に先例のない発想で参入し、新たなブ
レイクスルーを達成した。ひとつは、新人・旧人交替劇の真相について、両者の学習能力の違いに主因を求める「学習
仮説」を提唱し、独創的な異分野連携研究のもとに検証し、交替劇論争に強いインパクトを与えた。もうひとつ、ヨー
ロッパ中心だった交替劇論争を地球規模に拡大した。そして、交替劇が起こった全域に分布する旧人・新人遺跡を搭載
する巨大データベースNeanderDB を構築した。その分析結果は、交替劇に関する既設仮説を多面的に検証する実証デー
タとなり、交替劇論争にインパクト与え、新風を吹き込むことになった。　

研究成果の概要（英文）：In 2010, we launched the major five-year (2010-2014) research project entitled 
“Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning” (RNMH). The 
RNMH project interprets the replacement of Neanderthals by modern humans in an innovative framework that 
illuminates the contrast between modern human societies, which succeeded in solving survival-strategic 
problems, and Neanderthal societies, which failed to do so. Thus, we have proposed a working hypothesis 
(the “learning hypothesis”), which explains the replacement occurred as a result of the difference in 
learning abilities between Neanderthals and modern humans, and that the social and cultural divides 
caused by this difference determined the outcome, and have subjected this hypothesis to various empirical 
tests.

研究分野： 先史人類学

キーワード： 先史学　自然人類学　文化人類学　進化学　神経科学　生体力学　ネアンデルタール　古環境

  １版



様	 式	 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通）	 

1. 研究開始当初の背景 
	 新人ホモ・サピエンス(以下、新人)と旧人

ネアンデルタール(旧人)の交替劇の真相は、

現代人起源論争に残された 大のトピックス

のひとつとして考古学、人類学、遺伝学等関

連分野で脚光を浴び続けている世界的な研究

テーマである。本テーマに先例のない斬新な

発想で取り組み、顕著なブレイクスルーの達

成をめざした。	 

	 

(1)交替劇の真相について、旧人と新人の学習

能力の違いに主因を求める「学習仮説」を提

唱し、人文科学、生物科学、理工科学諸分野

の連携研究を基本とする独創的な研究領域の

もとに検証する。この種のアプローチは交替

劇研究において例がなく、交替劇論争に強い

インパクトを与える。	 

	 

(2)学習仮説は、交替劇の経緯を説明してきた	 

競合説、疾病説、環境仮説、神経仮説、混血・

交雑説、争い・闘争説など既設仮説を根源に

さかのぼって検証するベースとなる作業仮説

となり、世界的な交替劇論争にインパクトを

与える。	 

	 

(3)ヨーロッパデータ中心に進められてきた

交替劇研究を地球規模に拡大する。そのため

に交替劇が起こったと推定される全域(アフ

リカ、ユーラシア大陸)に分布する旧人・新人

遺跡のデータベースNeanderDB	 を構築する。

その分析結果は、交替劇に関する既設仮説を

多面的に検証する実証データとなり、交替劇

論争にインパクト与え、新風を吹き込むこと

になる。	 

 
２．研究の目的 
	 新人と旧人の交替劇の原因は、学習能力の

違い、とりわけイノベーションを創出する個

体学習能力の違いによって両社会の間に文

化格差が生じたことが主因だったとする作

業仮説「学習仮説」を実証的に検証すること

である。学習仮説の根拠は、ヨーロッパ大陸

で起こった旧人・新人交替劇の経緯を記録す

る考古学的証拠に基づく。時代状況の変化に

対して、基本的に伝統技術で対処する旧人社

会と相次ぐ技術革新で対処する新人社会の

対峙という構図である。この文化進化の様態

の違いによって両社会の間に文化格差が生

じたことが主因だったとする作業仮説であ

る。これまで誰も唱えたことのない交替劇仮

説である。	 

 
３．研究の方法 
	 学習仮説を実証的に検証するために必要な

研究の種類内容を検討し、考古学、文化人類

学、数理生物学、環境科学、化石工学、脳神

経科学諸分野の異分野連携を基盤とする新研

究領域を立案した。目的は、旧人と新人の学

習戦略の様態を比較し、違いの種類内容を具

体的に解明し、学習仮説を検証することであ

る。研究領域の研究体制は以下の通りである。	 

	 

(1)研究項目A：学習仮説を検証する実証的証

拠の同定・記述・分析	 

① 旧人と新人遺跡の時空分布を精査し、交替
劇の経過を総合的に復元する(計画研究

A01：考古学)。	 

② 旧人・新人遺跡遺物の比較形態学的分析を
通して、両者の学習行動の様態の違いを明

らかにし、交替劇のプロセスや原因を考察

する(A01：考古学)。	 

③ 現生狩猟採集民社会において、文化が学
習・継承されるプロセス(社会学習)と新文

化が創造される様態(個体学習)を精査し、

旧人・新人学習行動の復元に資する基礎的

データを集積分析する(A02：文化人類学)。	 

	 

(2)研究項目B：学習仮説の理論的根拠の解明	 

① 旧人・新人の間でなぜ異なる学習能力が獲
得されたのか､その進化要因を考察し、両

者の学習能力差の形成過程を理論的に裏

付ける(B01：数理生物学)。	 

② 学習能力の違いが、なぜ文化の進化速度の
相違などをもたらすのか、そのメカニズム

を理論的に裏付ける(B01：数理生物学)。	 

③ 交替期の環境変化(時間的変動・空間的異
質性)を精査・復元し、旧人・新人が異な

る学習能力を獲得するに至った経緯の解

明に資する基盤データを集積分析する

(B02：環境科学)。	 

	 

(3)研究項目C：旧人・新人学習行動差の解剖

学的証拠の同定・記述・分析	 	 	 

①学習能力の違いは両者の脳神経基盤の働き	 

	 の違いに帰結する。そのためには化石とし	 

	 て残らない旧人の脳を推定復元する必要が	 

	 ある。脳を収めていた容器(頭蓋)を高精度	 

	 復元する(C01：化石工学)。	 

②復元化石頭蓋から、その中に存在した脳を	 

	 計算論的に仮想復元し(化石脳)、化石脳と	 

	 新人頭蓋との比較解剖学的分析によって両	 

	 者の形態差を同定・記述・分析する(C01・	 

	 C02：化石工学・脳神経科学)。	 

③現代人の脳機能イメージング分析によって	 

	 現代人の社会学習・個体学習の脳機能地図	 	 

	 を作成し、化石脳に写像し、その違いを古	 

	 神経学的アプローチによって解析し、旧	 

	 人・新人学習能力差を裏付ける解剖学的証	 

	 拠を同定・記述・分析する(C02：脳神経科	 

	 学)。	 

	 
	 



４．研究成果	 

	 NeanderDB	 (2015年1月31日現在：遺跡総数

3216,文化層情報7170,年代値情報6235,石器

伝統情報1703,文献情報827)が構築された(入

力継続中)。当データベースの活用によって交

替劇の経過を具体的証拠に依拠して検証する

とともに、交替劇の経緯を、旧人・新人両者

の学習行動や文化の進化速度などの視点から

記述・分析し、学習仮説を実証的に検証した。

とりわけ、ヨーロッパ大陸中心に進められて

きた交替劇研究を全地球規模に拡大し、交替

劇の経緯をより普遍的に考察し、数々の知見

を得た。以下、重要な新知見を列記する。	 

	 

(1)新人のヨーロッパ入植はほぼ4万7000年前

(従来の説よりもかなり古くなった)となった。

それ以降共存することになった旧人・新人社

会は、ほぼ7000年のあいだ対峙した後、ほぼ4

万年前(従来の説よりもかなり古くなった)に

旧人社会は消えていった。20万年前出現以来、

盛衰を繰り返してきた旧人社会が、ついに回

復できずに消えていった。引導渡したのは入

植してきた新人だった。	 

	 

(2)共存期間7000年の間の旧人・新人社会の盛

衰状況を比較すると、両社会の間で文化の進

化速度が違うことが分かった。新人文化の進

化速度は速くかつ多様に展開拡大し、それだ

け速く、より高い文化水準に到達し、両社会

の間で文化格差が拡大することになった。そ

の結果が両社会の命運を分けたとする説明モ

デルとなる。この仮説と学習能力との関係に

ついては以下の考察が可能である。	 

	 

(3)両社会の文化格差を拡大させた主因は文

化進化のスピードの違いであった。文化進化

の基本的要因は、新文化の素材となるイノベ

ーションを創出する個体学習能力と、イノベ

ーションを共有し、社会化して行く社会学習

能力の存在である。考古学的証拠は、旧人と

新人両者とも両学習能力を保有していたこと

を明示する。そこで、文化進化の違いで生じ

た文化格差の拡大は、主としてイノベーショ

ン創出に関わる個体学習能力の違いに基づく

と推定され、学習仮説を支持する結果である。	 	 

	 

(4)同時に、新人行動が示唆するイノベーショ

ン能力が生得的に獲得されていたとする当初

の設定目的については、修正が求められるこ

とになった。すなわち、新人がアフリカで革

新的な行動を発達させた後、ヨーロッパに入

植し旧人と交替したという通説を見直す成果

が得られた(Kadowaki,Omori,Nishiaki	 2015)。

この新説では、新人が旧人とは異なる革新的

行動を発達させたのはヨーロッパ入植後であ

った可能性が高いことになる。その契機とな

ったのはヨーロッパという新環境への進出と、

そこで経験した急激な気候変動という二つの

要因となる。すなわち、学習仮説が提唱する

学習能力の進化モデルを支持する結果だが、

新人の学習能力が移住拡散する先々で対峙す

ることになった環境変動や社会構造等の社会

環境のもとで開花することになったとする仮

説が生まれたことになる。	 

	 

(5)以上の論点は、現生狩猟採集民社会におけ

る学習行動に関する文化人類学的調査と分析

結果によって裏付けられた。現生人類では個

体学習と社会学習は密接に関連している。個

体学習によるイノベーションは社会学習のネ

ットワークによって伝播・普及・定着し、一

方、社会学習による知識・技能のレポジトリ

は個体学習の推進の基盤であることが分かっ

た。また、累積的文化継承は旧人や新人の特

徴であるが、新人ではいったん習得した文化

複合を客体化・要素化した上で、改めてメタ

レベルで再構築することができる。その能力

は生物学的認知能力とともに社会・文化的制

度を通して発現することが判明した。	 

	 

(6)旧人と新人の学習能力についてのより直

裁的な証拠の検出に取り組んだ工学・脳神経

科学連携研究も同様に両者の学習能力差の存

在を裏付けた。旧人化石頭蓋の高精度復元、

その中に収まっていたはずの化石脳を抽出す

る手法を開発した。そして、化石脳の古神経

学的分析のベースとなるヒトの脳学習機能マ

ップ作成に取り組み、旧人・新人の学習能力

差の解剖学的証拠を同定・記述することに世

界ではじめて成功し、小脳・頭頂葉・後頭葉

において形態差が存在することを実証した。	 

	 

(7)小脳は内部モデルに基づく学習を、頭頂葉

は、身体イメージの形成や、道具使用、空間

認知、数学的知識、象徴の表象、対象の操作、

他者視点などに関する機能を司る領域であり、

学習能力と密接に関係する。すなわち、旧人

と新人の脳の間には、学習行動を司る神経基

盤の形態差が存在することが示唆された。以

上の解析を計算解剖学・脳イメージングの同

一の枠組みでおこなった研究は今まで皆無で

あり、神経科学と人類学を融合する「化石工

学」という新分野の創出につながった。	 
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